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太陽電波研究室 一 年間の歩み

1960年においても，国際地球観測年およびそれに続く

国際地球協力年におけると同等の規模で，日曜も祭F-!も

全く休みなく太陽電波の観測を行った.その資料は高柳

技官を中心として繋理され月報は国内国外lζ広く発送さ

れている. このほか 1960年9月lζ，国際地球観測IJ年中

の 4000MC 干渉~I・による観測結果そ?を照したいわゆる

Synoptic Mapを完成し DataCenter i乙発送した.こ

の図の舎き方はプラ γスの Meudon天文台で考えられ

たものであるが，今回作製したものは観測の精密さを生

かして精寄に画いたので，或る特定の日の太陽而上の電

波的輝度分布をこの間から或る程度再現することが出来

る.

1960年6月に，写真に見られる燥な待望の9.4GC・16

素子干渉計を完成した.ビームの半値角は，太陽の視角

平均32"1ζ対し2.2'で，分解能はi宣待65米のパラボラIC

匹敵する.9.4GC'H7では現(E'J聯の Pullωvo!ζ半値角

l'の円弧j彦パラボラがあるが， f~\j~が困難でよい観測

が出来ないため，今回の干沙計は|立界第ー級と言える.

更に円偏波の分布を観測するととが出米るものは周波数

の如何を問わず現ぷ{自に例がない.詳細は英文研究所報

告 Vol.8に掲載されている.

文部省機関研究貨によるマイクロ波動的スペクト ノレ鋭iWI

装置は，鳥居技官と築地技術員が中心となって鋭意実験

製作(C努力した結果， 1961年春lとは試運転の運びとなっ

た.詳細は完成後発表する.

柿沼助教授は間かれて米国カリフ々ノレニヤ州スタ ンフ

ォー ド大学科学研究所に一年間の予定で r，W{E '1'である
が，出発前R:筆者も協力して 7 イクロ波帯のパーストに

ついて研究し次の禄な結果を得た.!!~ち，継続時間の長

い大きなパース トの源の位置は殆んど動かず，その他民

はフレアーの伶医とかなりよく一致する その光球面 J'，

の高さはS成分の源と同じく0.05Ro{{f.であり大きさも

4分以下である.ζれらの乙とから継続時間の長い7 イ

クロ波帯のパーストは，よく言われている鋭、なメートノレ

波帯での lV砲パーストの延長ではない.吏にこれをよ

くしらべてみると， '7イクロ波情では二つの型のパース

トがあるように思われる.一つは 9或いは 4GC附近lζ

ピークを持つものと， もう一つは 1000MC附近にピー
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クを持つものとである.後者1;1今迄気づかれなかったも

ので，時間的変動がかなり大きく偏波は百パーセγ ト近

い.これを om波パーストと名づけるが発生源が他のも

のと異る材、lζ思われる.継続時間の短いパーストにもこ

のごつの塑がある線に思われる.大体以_f-，の様なもので

31'削は英文研究所被告 Vol.8 Iζ掲載されている.

現在は太陽活動の下り荻のと乙ろにあり，弧立した黒

点が出るため来丙方[(，)干渉iliの観測には都合がよい.筆

者lよ乙のほど完成した16ぷ子干渉計で1960年10月と11月

IC現われた黒点(Cついて9.4GCにおける電波源の大きさ

をしらべた結果，乙の周波数11}では大きさが黒点とあま

り必わない乙とがわかった，4 GC ，1¥1'では日食主主淑IJや干

渉訂・の淡)[3.からその大きさが黒点よりかなり大きくカノレ

νューム字斑l乙略一致し，又1400MCにおけるオースト

ラリヤの観測|では涜界が-Jojボケて米ると乙ろから s
成分と一口!と言ってもそのj診は周波数によりかなり相災

し，黒点』と相吋する中心の司rlるいピークは周波数が高い

f'i!強調されると椴諭した.ス終点が東からI!:iて西へ沈む

litlに大きさがあまり変らないことを見出したが，オース

トラリヤの偏平なモデノレと一致しないのも上述の様IC形

が異るためとして説明出来る.一ノり，1960年l1Jj(ζ起った

弐つの大きなパーストのけlの一部で偏波ilJjfのイ¥lii'i:だけが

動くことを発見した， l'以下のまめきで相変らず黒点上部

にある程度のものであるが，どうも cm波パース 1・1;1恥1

射機構の点から二つに分けられるら しい 以 1:詳紛!は英

文研究所報告 VoL8>;-参照せられたい.

(1960年12月151ヨ)


